ケーススタディ : 後発ブランド「エルモア」 by 梶原 勝美

































－ 72 － 
同市ではいくつかの企業を訪問したが、なかでも最も興味を持ったのがエルモア株式会社本

















































































































































































































ライフ向ケ丘遊園駅前店、2013 年 3 月 2 日、調査）。 
 
「エルモア」    200 組+20 組×5P（パック） 298 円 
「スコッティ」 160 組×5P 278 円 
「クリネックス」 180 組×5P 278 円（本日限りの特売品） 

















































































－ 81 － 
注 1、 http://ja.wikipedia.org/wiki/（2013/03/05 閲覧)。 
注 2、 http://shodo-performance.jp/?page_id=36（2013/03/02 閲覧)。 




川隆「ジャパナイゼーションの博物誌 第 4 回 万能衛生紙」p.118、グッズプレス、
1996 年 8 月。 





注 7、 産経新聞取材班『ブランドはなぜ墜ちたか』pp.15-101、角川書店、平成 13 年。 
注 8、 もちろん知事は私心からではなく宮崎県の産業振興のために頑張って「宮崎ブランド」
を連呼しているのであり、大変大きな PR 効果をもたらしたのは事実である。 
注 9、 小寺均｢アジアへ売り込もう!『福岡ブランド』あまおうを海外へ｣、農業と経済編集委
員会、「農業と経済」vol.72 No.10、pp.70-72、昭和堂、2006 年。 














－ 82 － 
ンド」ないし「地域ブランド」といわざるをえない。 
注 12、 神戸新聞 2013（平成 25）年 2 月 28 日。 
注 13、 平林千春『奇跡のブランド「いいちこ」』ダイヤモンド社、2005 年。 
注 14、 清丸恵三郎『ブランド力』pp.348-366、PHP 研究所、2004 年；博報堂地ブランドプ
ロジェクト『地ブランド』p.25、弘文堂、平成 18 年；｢登録商標が決めて 海峡を挟













































注 18、 梶原勝美「ブランドの発展モデルと事例研究」、商学研究所報第 41 巻第 3 号、専修大
学商学研究所、2009 年。 
注 19、 同上。 
注 20、市川隆、前掲論文、pp.117-120；日刊工業新聞社『モノづくり解体新書一の巻』pp.58-61、
1992 年；「ティシューペーパーの歴史」公益法人紙の博物館所蔵のパンフレット；20
年誌編集委員会『山陽スコット 20 年誌』山陽スコット株式会社、1981 年；十條キン









－ 84 － 
激しい競争が行われている。 
注 22、 http://ja.wikipedia.org/wiki（2013/02/15 閲覧) 
注 23、 カミグループ・パンフレット。 
注 24、 セブンイレブンにはメーカ ・ーブランド（MB）がなく、プライベート・ブランド（PB）
に近い形でフェイシャルティシュー320 枚 160 組×5Ｐが 298 円、鼻にうるおい保湿
なめらかゲル 200mm×225ｍ 400 枚（200 組）が一個 248 円で販売されている
（2013/03/05 調査）。 
注 25、 スリーエフでは PB と 5P は販売されていず、MB 中心で、「スコッティ・ウルトラソ
フト」188mm×234mm 400 枚 200 組が 155 円、「カシミア EX200 スコッティ」214mm

















輸入は増加し、年間 70,000 トンを突破する可能性がある。「輸入紙が 7 万トン台とな
れば、国内シェアでは日本製紙クレシア、大王製紙、王子ネピアに次ぐボリュームで




－ 85 － 
れば、次回には是非カミ商事（株）を訪れ、さらなる研究を試みてみたい。 
